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－梅林によせて －
……－－観光 と も 結 び っ く 梅 林 の 造 成 －……－．

南保地区 iま筏林の適地

棟題以東．をごらんになっ て、！；O!Cl r.!Jにも悔の名所カ・できたか

と、限を見はるプjもあるであろう。ti：悔、ピi縦、うず くれない

うすきいろ、約5種の悔（bi1許春、 三当事問ifiilの1:j1、その消そ

な花を咲きほこっていると ころ、そこは朝日町南保は消水寺の

背後のu1ijbJ:、土地の土井和助氏か、Ulfの｛f築現のすすめもあっ

て、 20アー ル（2反歩）余りに胞の箇木 250本交問えたのは今か

ら約10年記jのことだったε もちろん観光資源としての紡林造成

ではなし、。 悔の突の生g:林と してである。4先決！3q:；、布U8＂字、軽量

はずうても日年という諺もあるが、つ~.. A主的で植殺すると3～4

3ドで結実、If'つぽつ生産効果があがる。昨年：主主＇・JI.500～I .ECO 

キロの県突を収穫でき、しカ‘も、梅干JIJとして中次長協にひき

とられて高評をはくしてレる3

筆者の知るl浪りでは、 以前から間保地lぎは相iiのよいところの

ようである。従って悔林ifl.J岐にIよ適ll!!とL‘って よいようであ

る。土井氏の今日の！良県カ‘ら児て、減反休lfll・て’余病jツjブJの出た

l赴家の｝罰IJ祭としてわるくもないようである。

貴旗社会や武家時代の日本人と悔の花

悔は万葉1f~にもよく歌われている包に、 i'＼＂·カ ・九円本には悔の

木が多く、その花は人々に質せられていたことはL、うまでもな

b、。

勅なればいともかしニし

うぐひすのやどはと とはLt:いかがこたえむ

1諸富悔の政として有名である号、偽！I::.jぐいす、 容に先がけて

咲く梅の技にう ぐいすの鳴く風~Iよ、 自然を安するl:l 本人にと

ってはこよなき早春の詩であり欽であったであろ3。

~~胤（ニち） I吹かぱ 。こl孟L、；伝ニせよtfii(/) ~~ 

あるじなしとてがなとれそ

官民｛泊J.'~公均・九州人· ＇o(;J(f0.），配19rでよ；！.V）仰を望み、fえヵ：家（／J ）~工

の憾の木にじをはせたわ.riな献である。ニの駄に｝よるよ うに花

の盗はよし、Yそのふくし、くたるにおレa、！I－：に花の王将－と も

L、ってよかろうe {t>.ii·~旅六公閣の的体もイ1・名である。 これは｝!I I

賀百万:f:iのI~括主自1J川氏の紋fYrはtl'1J鉢であるところカ・ら、特に総

を愛したて’あろう。そのうえ、前fjj[夫官fJ;tf.＼：の系統を持つとさ

れて←るから、ニとのほか院を愛したであろ3とうなずける。

恥ーは原産地wrl·r~で、パラ科に属する双子襲随物であるが、

U本の九州の山地にも悔のB芝生活：と凡られるものが発見されて

し・るから、あながち小国からの敏人陥物とは断ずるまでもなカ・

ろう。 300H1にも及ぶJめぬがあって、花をながめるだけのもの

ゼ始め、果実用のものにきfる園芸品同ができて＼，.る。

一石二鳥をねらった梅林の造成

白然関与をにめぐまれたわが’WJl.1間JO）山野に、制光向けて・なく

とも 、 生謹Jトiの船林を造成し 、 ifii ·J:I~のNl地化を 巨｜ ざすも j盛J似通

紋ではなかろうカ。そしてそれがひいては観光・にむすびっく、

;J(f.ij府決jjgjの椋、熱海のザIiならずとも早稼に悔の花を~でるJifi.t

%！なj也たらしめるもよかろう。 1·1然関与Eが日にJ~ に荒らされて

レく今11、この則、 !'I然Jむをほしいままにするわが申QI1J PIJ・に－:.fi

ニ鳥の梅林を、今ひとつ｛.Jけ加えれし、ものである。

（写兵は南保氏品、上Jl・栴助氏悔！＊）

（制集委員長 九里泊守記）
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a:. 
s::a 

刀て

！ま

こ
の
選
挙
の
投
票
資
格

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
五
日
（
遺
骨
伊

人
名
簿
登
録
基
準
日
）
現
在
で
、
朝
日

町
に
引
を
続
き
三
ヶ
月
以
上
（
附
和
四

十
五
年
十
二
月
十
五
日
以
前
か
ら
住
民

登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
者
d

居
住
し
て

い
る
者
、
お
よ
び
昭
和
国
十
六
年
四
月

十
一
日
（
選
第
期
日
）
現
在
で
満
一
一十

才
（
悩
和
二
十
六
年
四
月
十
二
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
）
に
達
し
て
い
る
者
で

公
民
権
停
止
な
ど
の
欠
絡
事
由
の
な
い

も
の
。

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て

候
補
者
の
経
歴
、
政
見
等
を
笠
松
帆
し

上
朝
日
橋
架
換
工
事

着
々
と
進
行
中

小
川
女
は
さ
ん
で
陶
保
と
山
崎
を
連
絡

す
る
上
朝
日
橋
架
換
工
事
は
四
十
四
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
下

部
工
取
が
進
め
ら
れ
、

一回一日川』ぶ
ま
で
は
完

成
す
る
予
定
て
あ
る
心
凹
十
六
年
度
に
は

上
部
工
事
を
施
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
が
完
成
す
る
と
、

崎
日

五
メ

l

！

ル
、
延
長

一一

0
メ
ー
ト
ル
の
よ
久
僑
と

な
り
、
県
過
山
崎
j
引
説
（
街
削
除
側
）
と

県
道
北
羽
入

t
入
選
線
を
結
ぶ
幹
線
道
路

と
し
て
、
住
策
附
発
交
，
山
由
に
大
・5
く
そ

の
効
則
が
則
持
さ
れ
て
レ
る
ふ

〈
今
年
度
工
邪
概
要
ソ

僑
ム
日

二
椛

一一一

一一一
十

日

月た加山川
信
公
却慨を
ふ，
M
か
ら
発
付
い
た
し

ま
す
。
よ
く
説
ん
で
く
．
た
さ
i

九
円
ハ

八
日
ま
で
お
手
元
に
お
開
け
い
た
し
ま

す
G不

在
者
投
票
に

つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
日
〈
比
日
正

日
）
か
ら
四
月
十
日
〈
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
従
来
の

不
在
事
前
証
明
書
に
か
わ
り
、
本
人
の

笠
智
掛
に
よ
り
枝
川
ふ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
い
く
わ
し
い
・」
と
は
出
必
嶋

nm

委
伐
会
に
お
た
ず
ね
；
だ
さ
い
。

T
E
L（
3
）
一
一
つ

O
総
幼
却
内

t1rf. 
関l

l占

写
真
は
工
事
中
の
上
胡
日
橋
下
活
I
S’

（
南
保
帥
よ
り
掛
崎
を
同
慨
す
）

選

挙

と

願

望

温
か
い
J
U
と
冷
た
い
頭
で
l

て定と にも ！従セ ヒ1.園面白圏直置百日ー一一ー孟一一一ーーーー一ー 猟んとい者会 て ー は 不 に 1 志 田：1:• ·~・E・h司・・・E冒回曹告~.?.iョー 芸をいじ 「ーて
るの Ll r； 明不 ;f~ さ ，レん 園..，.....予E・日．，．副司E”且!m量~..；.ヨ直言孟掴． 大選 う 干にあ
がーを -r:.：る l昌 恵 れスを 彊圃・圃圃・・・・圃圃・圃園田園・圃圃・・・・・・・・・・・E 会んよなが の
、 r.r.~ ~J ＼，• きでたマ i謹 一－一一一一一一一一一一一一一一一一一ー のでう L、み 人

そをめ三 j渡千あこンんと 快住本こ投くなの定の
れもて夫被万ろとのでいっ的似てしねなをよ －rす 「 い －1極民・と者だ衝、つあ
がう、 込 の な う に 代くうたよがくび、さもう！良： 」 腰 」 あまの で にとさ働jわ たの
つ け特 H おニしな点だよわ..m t~ れアる つ な会 が の る 方 あ な 同 つ 的 たあ戸
< t~ I I ~（ I活と 、る j強 さ う ＂- さるノ て もの 低 方ニ々ろりじた感しの ー
りょん が で 心 か 手つ な － ；；：，ゐゥ相 γ の診の時 レ がと γ ぅ、 l放の梢あ l矧
;1.~ o）む三あ しあわ格た脳 人ほてに L J：てにに か アで 11し ご いででの tー
で 噌 ム（. '_; I／よる 、での叫 こどね保よ 。 、ま：ね ら イし械、当をは 、人 、
あヵ・ ft｝~ .c：： まう選二、で で そ u 、り むさ i誌で、 /;.[- ソ ょに 心人受 、議よ ｛
る nl'illi ＼：す ’併＿＇＇1tj、は 、 と rn：ぷし Fら敬、 fl (: がう不あはけ地負 ー い
ニ れ （－ : 0) 民人民、ふ 思民、 めがに礼 :;t?の で L、 。愉る不 Tニ区さ し・

と
を
の
ぞ
み
ま
す
。
こ
の
際
申
し
あ
げ
た

い
こ
と
は
、
明
正
選
挙
推
進
委
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
教
育
委
員
と
か
町
内
会
民

や
婦
人
会
民
、公
民
館
長
等
が
、
特
定
の
立

候
補
予
定
者
を
公
然
と
支
持
な
さ
る
・
』
と

は
、
そ
の
立
場
上
不
信
を
m
m
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
与
え
い
た
だ
be
た
い
と

存
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
所
属
の
団
体
内
に
は

各
樋
の
政
党
や
派
閥
の
人
々
が
お
ら
れ
る

か
ら
で
す
u

；本
は
会
長
と
し
て
で
な
く
、

個
人
の
か
一織

で
支
持
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
差
支
え
な
い
と
思
い
ま
す
。」
と
言
わ

れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
の
考
え
方
は
泊

り
に
〈
い
の
で
す
。
所
属
の
団
体
H
H
を
無

視
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
ま

す
。
現
在
の
地
位
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
特

定
の
方
に
拶
中
に
な
っ
て
凋
入
れ
な
さ
る

こ
と
は
、
選
挙
法
以
前
の
道
議
上
の
問
削

と
し
て
、
深
く
お
考
え
く
．た
さ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
c
個
人
の

n向
を
う
ん
ぬ

ん
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
お
り
で
す
υ

日
闘
は
祢
翫
し
ま
す
。
そ
の
仰
に
あ
な
た

も
自
由
を
尊
政
し
て
く
む
き
る
よ
う
お
願

レ
し
ま
す
し

特
定
の
み
を
坑
々
と
支
持
し
ま
す

と
お

っ
し
ゃ
る
な
ら
、
堂
々
と
そ
の
地
位
を

お
り
て
、
叫
川
内
の
向
山
の
身
柄
と
な
ら

れ
、
立
々

と
巡
動
な
さ
レ
ま
す
ニ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。
紛
い
界
一
自
由
な
川
に

、
限
界
一
き
び
し
い
選
苓
法
が
あ
・む
こ
の

山
川
市
ハ
を
ど
の
よ
う
に
お
巧
え
で
す
か
3

・て

の
円
山
が
余
り
に
も
悩
…責
任
M

閉
ま
る
u

．た

ら
し
の
な
い
’
H
出
だ
か
ら
で
ナ
。
あ
な
た

の
山
山
の
附
怖
を
傑
く
出
く
与
え
叫
し
て

い凡
て
く
だ
さ
る
・
』
と
を
お
蝋
レ
し
ま
す
“

と
も
品川、
Jd

一候
補
予
定
者
を
、
そ
の
ひ

と
り
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
過
小山

に
お
け

る
菜
績
の
長
短
、
責
任
感
、
正
義
感
、
信

頼
性
、
人
格
の
高
潔
度
、
大
局
的
識
見
等

々
を
よ
く
観
努
巧
案
す
る
こ
と
が、

私
た

ふり
選
般
民
に
と
っ
て
の
け
京
本
的
心
情
え
で

は
な
レ
で
し
ょ
う
か
b

（
明
正
選
品
市
位
進
協
加
刷会
〉

ー
木
流
川
改
修
工
事

l
J

－

ー
ー
本
格
的
に
始
ま
る
し

泊
町
東
部
を
流
れ
る
水
流
川
の
改
修
工

事
は
、
昭
和
四
十

一
年
度
よ
り
純
行
さ
れ

て
い
る
が
、
物
件
移
転
が
除
々
に
進
み
、

今
年
度
は
、
三
浦
町
内

一｝

五
メ
ー
ト
ル

の
工
場
が
施
行
中
で
あ
る
。

（
写
真
た
）

全
体
工
事
区
間
は
沼
保
神
社
前
か
ら
海

岸
ま
で
の
区
間
約

一
、
0
00
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
、
下
幅
五
メ

ー
ト

ル、
p

仁
川棚

八
、
一
ノ
ー
ト

w
に
改
修
す
る
計
岡
で
あ

る
が
、
昨
十
二
月
以
来
．
連
日
怒
閣
閣
を
つ

い
て
ぶ
絡
的
に
進
め
ら
れ
て
レ
る
。

〈
今
年
度
γ
M
P
慌
喫

V

延
長
｝

一
五
メ
ー
ト
ル

事
策
費
約
一
一
、

三（
U
O万
円
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朝
日
町
に
一

、
三
五

七
ト
ン
（
ニ
ニ
、
六
一

七
俵
）
の
調
整
割
当

(3) 

米
の
生
産
調
整
が
、
い
よ
い

よ
只
体
化
し
て
き
ま
し
た
。
「米

の
消
貨
が
誠
忠
ず
る

一
方
、
小
A

＃
陀
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
た

め
、
恒
常
的
な
過
剰
状
態
に
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
呪・
態
に
対

処
し
て
、
米
の
拐
給
の
均
衡
を

は
か
る
こ
と
は
、
農
政
上
緊
急

か
つ
温
．
婆
な
課
題
と
な
り
、
昨

午
か
ら
米
の
生
産
調
盤
が
喫
肱
相

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
愛
業
者
お
よ
び
関
係
団
体

の
協
力
を
得
て
、
「
稲
か
ら
他
作
物
へ
の

作
付
転
換
等
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
の
機

進
を
は
か
る
」
、と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、

四
十
六
年
産
米
に
つ
い
て
、
全
国
で
二

一｝一

O
万
ト
ン
を
減
・
駁
す
る
こ
と
を
目
途
と

し
て
、
度
げ
邸
道
府
県
に
目
顕
微
鼠
が
配
分

さ
れ
、
ニ
対
一
一
十
二
日
付
で
、
明
日
町
に

一
、
一－一
五
七
ト
ン
の
生
産
調
続
U
惚
級
品
川

の
配
分
が
－m
さ
れ
ま
し
た
。

間
分
さ
れ
た

一
、
三
五
七
ト
ン
を
、
朝

日
町
の
平
年
反
収
（
農
業
共
済
組
合
引
受

基
軸
申
単
収
〉
で
除
し
ま
す
と
、
二
八
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
昨
年
割
当
を
受
け
た

凶
舗
の
ニ
・
一二

倍
と
な
り
ま
す
。

次
に
国
が
示
し
て
お
り
ま
す
今
年
泣
か

ら
の
米
の
小
必
捌
骸
お
・よ
び
稲
作
柘
妙
、対

策
突
施
要
綱
（
袋
）
で
は

一
、
米午．・
MM・
刷
幣
実
施
則
聞
を
附
和
間
十

六
年
か
ら
冗
。十
年
ま
で
の
五
カ
年
に
わ

た
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
休
耕
を
や

め
転
作
を
強
く
お
し
進
め
る
た
め
、
稲

作
転
換
特
別
対
策
事
業
等
が
取
っ
入
れ

ら
れ
る
。

二
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
に
つ

い
て
は
、

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で

交
付
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
う
ち
休
耕

に
つ
い
て
は
四
十
八
年
度
で
打
ち
切
ら

れ
る
c
ま
た
、
契
励
補
助
金
に
も
昨
年
と

具
な
り
、
休
耕
三
万
円
、
普
通
転
作
一二

万
五
千
円
、
－
水
作
松
作
阿
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
（
＠
四
十
・
4
年
度
に
水
市
十
一
転

作
さ
れ
た
澗
機
水
田
は
、
内
十
九
年
度

ま
で
奨
励
附
助
金
が
交
付
さ
れ
る
3

）

一一
一、
今
年
度
か
ら
生
原
剥
殺
を
し
な
か
ら

生
産
さ
れ
る
米
の
買
い
入
れ
も
制
限

さ
れ
る
。
政
府
の
手
持
ち
米
が
余
り
、

そ
の
処
理
の
た
め
、
叶
叩
一部
陀
訓
盤
日
摂
数

量
の
指
示
に
合
わ
せ
、
米
の
買
い
入
れ

も
制
限
さ
れ
、
予
約
限
度
数
量
と
し
て

農
家
毎
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
県
別
の
配
分
は
さ
れ
た
も
の
の

市
町
村
へ
の
配
分
は
、
ま
だ
さ
れ
て
お

ら
ず
、
見
通
し
で
は
三
月
中
旬
と
報
じ

ら
れ
て
お
り
、

こ
の
広
報
「
あ
さ
ひ
」
が
町
民
の
符
さ
ん

に
届
く
こ
ろ
に
は
、
要
綱
．
整
備
等
が
明

純
化
さ
れ
、
部
活
座
談
会
等
を
泌
じ
、

詳
し
い
説
明
が
あ
る
ニ
と
と
忠
レ
ま
す

米
の
過
剰
か
ら

「
つ
ま
い
米
」
作
り
が

強
く
要
盟
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
朝
日
米
の

声
倒
を
高
め
る
た
め
、
食
味
の
良
い
米
の

生
産
に
あ
わ
せ
、

生
産
調
整
に
も
こ
協
力

を
お
願
い
ト
し
ま
す
。
（
産
業
諜
）

寸
農
業
形
態
の
変
革
を
」

一
考
え

一

「
生
産
組
織
を
作
ろ
う
し

ニ
の
ご
ろ
の
農
業
は
ず
分
公
わ
っ
た
と

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
表

出
に
現
わ
れ
る
畿
菜
の
や
り
か
ど
け
の
話

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、仙
台
は
照
や
牛
で

m

を
紛
し
て
レ
た
も
の
が
、
耕
転
機
に
な
り
、

進
ん
だ
所
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
行
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
中
味
の
最
菜
経

営
は
、
あ
く
ま
で
昔
ど
お
り
の
家
族
由
民
祭

で
あ
る
c
袋
家
戸
数
は
変
わ
ら
ず
袋
淡
従

事
者
数
が
減
っ
た
事
は
統
計
燃
料
を
見
て

も
事
実
で
あ
る
c
し
か
し
、
十
年
間
に
一
バ

l

ヒ
ン
ト
に
も
述
し
て
い
な
い
常
山
県
は

必
然
率
九
五
%
で
令
附

一
で
あ
り
、
作
と

余
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後

こ
の
ま
ま
の
経
営
形
態
、
特
に
制
作
で
は
、

到
底
伊
っ
て
行
け
な
く
な
る
で
し
ょ
う

L

家
族
時
付
で
や
れ
る
雌
然
は
、
も
は
や
削

界
に
ぢ
て
し
r
ま
す
。
一
川
の
「
あ
さ
ひ
第

一

八
五
号
L

に、
h

」
れ
か
ら
の
胡
円
町
を
ど
う

す
る
の
新
春
放
談
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
千
六
百
ヘ

ク
タ
l

w
の
内
、
千
三
円

ヘ
ク
タ
i

w
は
、
基
盤
撚
怖
が
で
き
あ
が

る
と
す
れ
ば
、

一
人
で
十
ヘ
ク
タ
l

戸
は

充
分
や
れ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
千
三
百
ヘ

ク
タ
1
L
V
で
は
、
百
三
十
人
の
人
が
い
れ

ば
や
れ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
そ
の
人
の
質

が
問
題
で
、
老
人
や
婦
人
で
げ
ゃ
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
や
は
り
若
レ
人
で
な
い
と
機

械
は
使
い
こ
な
せ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

ゆ
れ
い
人
．
か
い
な
いγ
引
で
す
。

X
千
一一一
行
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
聞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
訂
が
遮

う
わ
け
で
あ
り
、
出
家
の
－

umか
ら
す
れ

ば
大
市
な
財
政
で
す
か
ら
そ
う
間
引
に
は

手
ぱ
な
せ
な
レ
で
し
ょ
う
が
、
＋
ト
・地
の
上

で
行
な
う
作
襲
な
ら
絞
塙
ず
る
作
物
を
本

当
に
や
ろ
う
と
す
る
淡
町
永
に
委
託
す
る
形

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
レ
わ

ゆ
る
生
産
組
織
を
作
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
袋
村
に
課
さ
れ
た
火
念
、
な
諜
泊
で
す
ら

（
段
改
明
H
支
所
）

－
緑
化
で
環
境
汚

一

一
染
を
防
ご
う

一

－

首
木
即
売
会
案
内

l
－

昭
和
二
十
五
年
に
、
荒
れ
来
て
た
戦
後

の
国
土
を
緑
化
し
よ
う
と
す
る
辺
助
が
版

関
さ
れ
て
、

二
十
三
一
年
目
を
迎
え
、
こ
と

し
例
も
年
の
と
お
り
全
国
民
挙
げ
て
の
緑

化
運
動
が
展
開
さ
れ
、
緑
化
の
惟
進
に
い

ろ
い
ろ
と
汁
回
が
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
υ

近
年
、
社
会
的
関
じ
の
的
と
な
っ
た

環
廃
汚
染
に
関
連
し
て
、
点
線
林
が
光
合
成

の
過
器
で
も
た
ら
す
酸
鋭
供
給
機
能
に
よ

る
大
気
の
浄
化
を
は
じ
め
と
し
、
勾
侠
の

緩
和
騒
音
防
止
等
に
新
し
く
注
目
さ
れ
は

じ
め
緑
化
の
機
進
は
わ
れ
わ
れ
郷
土
の
め

山
、
治
水
k
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
耶
様

で
あ
り
、
人
類
の
あ
る
か
Meり
緑
化
の
必

要
性
が
ま
す
ま
す
痛
感
さ
れ
ま
す
。

年
々
わ
が
朝
U
町
も
、
皆
さ
ん
の
協
ん

の
も
と
緑
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
喜
ば
し
レ
・
｝
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
も
ま
た
、
こ
の
禄
化
運
動
の
一

端
と
し
て
次
の
よ
う
に
苗
木
即
売
会
を
開

似
し
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
利
用
さ
れ
、

野
も
山
も
援
も
緑
化
し
、
環
防
犯
に
う
る
お

い
を
も
っ
た
め
、
一
人

一
本
づ
っ
嗣
樹
し

ま
し
ょ
う
。ーじ

て

期

日

三

月

二
十
七
日
〈
土
）

一u限
り

朝
日
町
役
場
前

W
A
部
林
漁
協
会

朝
日
町
緑
化
推
進
委
民
会

的
…
閉
経
地
林
仲
間
都
務
所

胡

H
町
役
幼

朝
日
町
森
林
組
合

一一
、胤
刷
所

一ュ
、
主
催

後
援

ー
申
告
し
ない
と
違
反

l
J

「
ー
耕
う
ん
機
の
運
転
し

次
の
闘
の
緋
う
ん
機
（
段
跳
作
治
則
自

動
山
下
）
を
所

h

付
し
て
い
る
行
は
、
巾
作
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
し
な
い
で
運
転
す
る
こ
と
は
巡
反

に
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
U
十
く
申
告
し
、
違
反
に
な
ら

な
い
よ
う
沌
宜
し
ま
し
ょ
う
。

八
例
図
の
説
明
V

第
一
図
そ
の
車
白
体
申
告
の
対
象
に
な

h
ツ

約
二
悶

リ
ヤ
カ
ー
呼
を
改
造
し
取
り
付

け
る
こ
と
に
よ
り
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

J
イ

一
軽
自
動
車
の
廃
車
は

一す
み
や
か
に

。
幌
自
動
市
中
の
廃
車
手
続
は
、
な
る
べ
く

本
人
が
す
み
や
か
に
い
た
し
ま
し
ょ

・吋〆
。

。
口
い
協
加
え
さ
れ
る
時
、
特
に
注
・
悲
し
て

く
ど
さ
い
r
。

。
役
場
で
取
依
っ
て
お
り
ま
寸
の
は
、
川
郎

助
機
付
自
転
京
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

で
ナ
。

。
軽
自
動
車
税
の
賦
諌
山
冊
目
は
四
月

一
日

で
す
。

r
D唱
l
n
a
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県
学
生
書
ぞ
め
大
会
で

大
量
入
賞

第
十
二
回
富
山
県
学
生
番
ぞ
め
大
会
が

二
月
十
一

H
、
富
山
市
体
育
館
に
、
県
内

の
小

・
中
・
高
生
一

、
一
二
六
人
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
、
朝
日
町
関
係
で
は
次
の

児
童
生
徒
が

「
推
薦
」
入
賞
し
た
4

小
川
子
校
一
年
南
茂
よ
し
の
り
（
戸
乱
闘
庄
）

二
年

制
崎
淳
子
（
五
箇
庇
）

三
作
下
以
ゅ
う
こ
（
南
保
）

四
年
河
村
英
子
（
丘
閉
校
）

。

小

泊

淑

子

（

情

処

）

五

年

小

崎
千

店

子

（

泊

）

h
q

小
沢
一
冗

護
（
大
袋
店
）

六
年
南
茂
克
子
（
五
節
庄
）

中
学
校
一

年。
弓

野

秀

人

（
小
川
）

伊

藤

斉

美

（

グ

）

秋

山

幸

子

（

泊

）

鍛

治

弘

美

（

小

川

〉

広

川

勝
子
（

h
q

）

堂

用

順

子

（

）

年年勾ニ

// 

高
等
学
校

九
里
道
代
〈
泊
高
）

上
不
由
美
子
（

O

）

ー
町
内
小
・
中
学
校

一
・
卒
業
式
と
入
学
式
の

「
お
知
ら
せ

八
店T
策

式

V

一一一
月
十
八
日
泊
中
、
小
川
小

三
un
二
十
二
日

町
内
会
小
学
校

〈
四四人
J't月
六・：'If.子

日目式
v 

泊町
中内
、全

ノj、1J、
川学
中校

つ
泊
小
学
校
教
育
援
輿
」

一
会
便
り

一

一

よ

い

町

づ

く

り

の

た

め

一

「
｜
の
根
本
は
人
格
教
育
か
ら
し

い
い
か
な
る
時
代
で
あ
れ
、
な
お
ざ
り
に

し
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
次
の
時

代
を
担
う
べ
き
者
の
教
育
で
あ
り
ま
す
む

家
庭
、
学
校
、
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
な
さ
れ
る
べ
き
教
育
も
、
…
桜
本
に
お
い

て
貫
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
一

人
間

一
め

教
育
．
つ
ま
り
人
絡
数
百
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
レ
す
れ
の
場
に

お
い
て
も
、
以
後
に
織
る
も
の
は
、
交

付
、
教
師
、

社
会
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

人
同
で
あ
り
、
お
と
な
述
と
呼
ば
る
べ
き

広
共
の
問
削
に
な
る
わ
け
で
す
。

教
育
に
対
す
る
私
共
の
関
心
．
在
向
、

意
欲
、
そ
し
て
、

方
向
と
実
践
．
そ
の

あ
り
方
に
お
い
て、

そ
の
程
度
に
お
い

て
、
教
書
円
の
状
態
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
で

す
。こ

の
町
の
特
質
か
ら
も
．
町
長
が
、
や

ろ
5
と
い
う
%
に
な
っ
て
、
本
気
に
な
っ

て
や
れ
ば
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
教
育

の
町
．
つ
く
り
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
拙
し
す
す
め
る
窓
向
の
あ
る
人
A

に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
、

何
と
か
、
こ
ど
も
達
に

と
っ
て
も
、
よ
い
教
育
が
な
さ
れ
、
諮
り

に
思
え
る
町
に
し
た
い
と
い
う
ぶ
向
の
も

と
に
進
め
て
い
ζ

う
と
い
う
の
が
、

泊
小

学
校
教
育
悩
興
会
で
す
。

発
足
以
来
、

一－
一
年
を
経
過
し
、
任
立
加

入
の
向
志
会
民
約
四
有
名
科
に
な
り
ま
し

た
。拠

質
的
に
教
育
を
向
上
さ
せ
る
市
引
を
れ

的
と
か
た
し
、
第

一
年
度
は
、
教
師
の
教

育
研
究
会
の
補
助
に
重
点
が
お
か
れ
、
第

二
年
度
に
は
、
教
育
機
器
の
充
実
、
第
三

年
度
の
円
十
五
年
度
に
は
、
抑

協判断帆肌川

（
町
泊
と
の
．
臥
削
へ
い
、
川
樹
）
勾
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
米
る
間
十
八
年
に
は
、
川

小
学
校
も
刷
点
円
円
周
年
を
迎
え
る
事
に
な

り
ま
す
の
で
、

校
千
ル
」
挙
げ
て
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
行
事
と
写
楽
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、

P
T
A
、
振
興
会
共
々
に
協
方
い

た
す
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
、
多
く
の
方
が
、

私
共
の
隠

し
に
参
加
し
て
い
た
た
け
ま
し
た
ら
宰
い

と
患
い
ま
す
。
ご
人
会
の
ご
れ
ん
ら
く
は

泊
小
午
佼
で
す
。

寸
第
十
五
回
町
民
ス
キ
！
大
会
」

「
兼
小
中
学
校
ス
キ
l
記
録
会
L

－：
i
J

（
二
川
七
日
一ぺ
飾
ス
キ
l

場）

一nJ…
踊
円
い
人
刷
転
競
技

一

一

成
純

一
よ
一

v小
学
校
一
ム
年
女
子
の
部

ω

一

…

円
十
回
一
祢
英
〈
尚
）
め
小
松
竹
喜

一
だ
一

奈
川
（
問
）
①
車
町

2
2

一

一

（伯一ニ〉

ソ
小
学
校
六
年
女

一
協
一

千
の
郎
①
小
室
雪

〈南〉

一
．
、
一

①
大
森
伊
都
千
（
同
）
①
小

一
創
刊
一

以
R
賛
美
（
同
〉
マ
小
学
校

hi－
－一

五
年
男
子
の
部
①
沼
地
英
明

（南）

mw
舘
勉
（
伯一一一）

①
折
谷
秀
宏一・

（笹）
A
Q

小
学
校
六
年
男
子
の
部

ω赤

川
修
（
泊
一一
〉
①
殿
村
誠
司
（
南
）
①

金
井
彬
（
泊
二
）
マ
中
学
校
女
子
の
部

①
河
村
淳
子
（

κ〉
⑦
竹

谷

多

喜

子

会
M

）
①
版
本
央
子
（
大
）

J

一
般
女

チ
の
部
①
川
村
靴
下
（
玄
）
①
石
川
栄

チ
（
川
＝
乙

①
民
州仲間
子
（
山
）

V
中

学
問列
子
の
部

ω小
林
前
列

（
泊
一
）
①

水
村
間
明
（
泊
二
）
①
折
戸
随
真
（
五）

V
一
般
羽
子
の
部
二
部

①

水
品
俊
夫

〈
泊
二
V

①
初
悶
峰

（
山
）
①
折
谷
武

彦
（
泊
一二
）
V
一
般
男
子
の
部
一

部

ω
H

火
付
竹
松
（
南
）
①
卜〈
和
信
勝
〈
川
ニ
）

①
勝
川
忠
川
棚
（
彼
）

ソ
地
一臥
対
抗
総
合
成
抑
制
①
同
保
句
川
二

．以
①
川
一
一
一
医

フ
小
日
子
校
別
成
結
優
秀
絞

高
保
小
、
宮
崎
小

〈
1船
体 ．． ．
ス
品・ ‘ ・ ，

~. ー ツ'r~ －ご町二
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ー
第
＋
七
回
郡
民
体
育
大
会
J

「
第
四
回
ス
キ

l
競
技
会

L

（
一
月
十
四
日
、
三
峰
ス
キ
l

場〉

種
目
大
回
転
競
妓

成
績
（
朝
臼
町
関
係
入
賞
者
）

マ
中
学
絞
女
子
の
部
①
河
村
一陣
チ
（
泊

中
）

マ
一

般
女
子
の
部
①
広
田
明
子

（
泊
一
ニ
）
め
河
村
雅
子
（
丘
〉
①
石
川

栄
子
（
泊
三
）
マ
中
学
校
弟
子
の
部
一

部
叩
折
戸
筒
兵
（
山
中
〉

V
少
作
則
下

の
部
一
部
①
長
谷
宏
（
南
）

V
N
年
則

子
の
部
二
部
①
小
野
健
二
（
山
）
①
M

紀
義

（山
）

マ
成
年
男
子
の
部
二
郎

ω

広
島
俊
夫
〈
泊
一
己
①
初

m酷
（
山
）

①
田
村
忠
（
南
）

V
成
年
男
子
の
部

一

部

①
深
松
悶
幸
（
笹
）
①
鍛
治
忠
夫

（泊一
一）

F
D
n
4
h
U
 

…
体

協

三

月

行

事

…

第
七
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
十
七
回
町
民
卓
球
大
会

期
日
三
月
二
十
一

日
（
臼
）
九
、

oo

’
会
場
泊
中
学
校
体
育
箆

寸
運
動
で
健
康
な
毎
日
を
｜

「
蛭
谷
で
簡
易
バ
レ
l
教
室
し

ー
ス
ポ
ー

ツ
で
明
る
い
毎
日
を

l

ー
か
た
よ
っ
た
肉
体
労
働
か
ら
く
る
体

力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
運
動
で
補
お
う
｜

蛭
作
．地
底
の
ス
ポ
ー
ツ
教
窓
簡
易
バ
レ

ー
コ
ー
ス
が
、

二
月
二
十
二
H
か
ら
三
月

二
十
六
日
ま
で
、

制
週
日
月

・
金
曜
日
、
十

日
間
の
日
桜
で
倒
鵠
さ
れ
た。

当
地
区
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
、

町
の
健
牒
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
と
指
定
さ

れ
、
第

一
年
度
は
健
康
検
診
、
体
力
テ
ス

ト
等
の
実
施
、
第
二
年
度
の
昭
和
四
十
五

年
度
は
、
第
一

年
度
の
調
査
資
料
を
も
と

に
、
保
健
指
滋
や
栄
養
教
室
等
に
取
り
組

ん
で
い
Y

る
が
、
こ
の
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
教
室

も
、
こ
れ
か
ら
健
康
．
つ
く
り
運
動
の
一
環

と
し
て
聞
か
れ
た
ら
の
。

当
地
区
は、

山
間
農
林
業
従
事
者
が
非

慌
に
多
い
せ
い
で
、
筋
肉
の
カ
や
持
久
力

は
非
常
に
強
い
が
、

反
面
、
か
ち
だ
の
柔

秋
性
や
散
し
よ
う
性
、
平
筋
肉
性
等
に
問
題

が
あ
り
、
兇
に
、
か
ら
だ
を
使
う
と
持
む
と

伐
わ
な
い
と
主
の
差
が
極
め
て
大
を
く
、

他
般
で
民
生
会
す
る
よ
う
な
カ
ら
ど
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
特
に
か
ら
だ
全
体
を
使

う
よ
う
な
運
動
が
必
援
で
あ
る
”
』と
が、

体
力
テ
ス
ト
の
結
臭
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
ω

そ
こ
で、

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
で
も
、
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何
人
で
で
も
で
怠
る
述
削
を
と
し
V

う
・
』
と

で
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
こ
の
簡
易
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
受
講
者
の
掛
人
述
は
、
扶
い

蛭
谷
分
校
の
締
裳
の
中
、
な
れ
な
い
ボ
ー

ル
に
手
を
や
き
な
が
ら
・も、

ゲ
ー
ム
を
と

り
入
れ
た
準
側
体
保
に
b
e
ょ
う
聞
を
あ

げ
、
白
球
に
と
び
つ
い
て
い
る
ι

や
が
て
は
、
仕
引
の
合
い
削
に
．
股
間

期
に
、
門
家
の
仰
や
広
島
市
品
、
．
ボ
ー
ル
に
興

じ
る
光
張
が
必
ず
訪
れ
る
・
』
と
を
期
待
し

－－、。
A
T

，・
v

ひさあ（密造錫封）第187号

灰
に
な
っ
た
六
百
五
十
万
円

朝
日
町
の
昨
年
中
に
お
会
た
火
災
件
数

は

二

ふ
H

で
旧
倒
的
約
加
は
約
六
百
四
十
八
万

四
と
な
っ

て
お
り
ま
す
c

こ
と
し
は
新
年
一
早
々
か
ら
全
国
各
地
に

お
い
て
多
数
の
焼
死
者
を
伴
う
惨
事
が
相

つ
い
で
教
生
し
て
お
り
、

、ま
こ
と
に
憂
慮

す
べ
き
状
態
で
す
。
本
年
も
ま
た
本
格
的

な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
と
も
に
、
北
陸
地
方

特
有
の
フ

ェ
ン
別
象
と
強
風
の
挙
節
と
な

(5) 

宝
つ
な
弘
ち
ょ
ョ

新
し
い
町
内
松
溝
町
発
足

大
屋
地
内
新
住
宅
団
地

の
町
名

昭
和
四
十
五
年
度
に
情
工
さ
れ
た

朗
日
町
大
股
地
内
の
新
造
成
住
宅

団
地
は
、
富
山
県
住
宅
生
活
協
同
組

合
が
中
心
と
な
っ
て
町
と
協
み
し
、

地
元
建
築
業
者
の
手
に
よ
り
、
そ
の

－
一
部
で
あ
る
文
化
住
宅
二
十
五
戸
が

完
成
し
‘
そ
れ
ぞ
れ
申
込
者
の
州
せ

ん
に
よ
り
入
居
し
た
が

こ
の
新
し
い
γ

町
名
が
、
入
附
お
述

の
協
議
に
よ
り
．

「
怪
務
町
」
と
決

定
さ
れ
、
朝
H
町
内
の
新
し
い
況
落

名
と
し
て
発
足
し
た
む

り
、
各
地
に
大
火
や
同
時
多
発
火
民
な
ど

が
予
想
さ
れ
ま
す
G

科
家
・
妊
に
お
い
十
て
も
川
火
時
に
そ
な
え

て
今
一
出
火
を
快
う
場
所
の
山
一険
な
肋
行

し
て
万
全
を
削
し
ま
し
ょ
う
。

し
た
ば

e

』
の
役
付
絵
て
と
寝
た
ば
，
｝
の

中
止
同
ト
」

2
パ
ケ

ヅ
一
ぱ
い
の
水
の
〈
み
お
を
の

訪一丁

目

uU
4
4
6

－
こ
ど
も
、
老
人
、
抗
人
は
で
会
る
だ

け
階
下
に
む
か
せ
る
。

4
．叫
の
た
め
折
れ
た
煙
突
は
H
ト
く
み
つ

け
て
修
理
す
る
c

i
火
災
の
時
は
慨
に
ま
か
れ
な
L
ょ
う

に
後
勢
を
低
く
し
て
避
併
す
る
。

ふ
日
物
で
家
会
出
る
時
、
寝
る
ま
え
に

も
う

一
度
火
一死
を
た
し
か
め
る
。

－
火
災
の
通
報
、
救
急
の
要
請
は
川
香

な
し
の
「
一

一
九
E

一
事
で
c

全
国
春
の
火
災
予
防
運
動

て

期

間

四

月

一

日
｜
四
月
七
日

て
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
朝
七
時
と
夜
九

時
の
二
回
目
秒
鳴

6
秒
休

み
三
回

全
国
統
一
一
梅
酒

「
あ
ぶ
な
い
〆
消
し
忘
れ
、

れ
・一

切
り
忘

？警；
！察j
？だ；
：ょ；
？りi

万
人
の
目
が
光
る
／
．

「
午八知
る
地
知
る
我
知
る
」
、
レ
ま
の

ど
ろ
ぼ
う
設
に
は
こ
の
よ
う
な
ん
を
持
つ

も
の
は
い
な
し
r
ょ
う
で
あ
る
。

「
人
の
物
は
円
分
の
も
の

一
、

成
も

み
て
し
ド
な
け
れ
ば
臨
む
」
、
そ
こ
に
は
恥

も
何
も
な
し
ロ

こ
の
よ
う
な
社
会
桝
勢
下
に
お
い
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
鋭
い

同
で
こ
れ
ら
ど
ろ
ぼ
う
の
監
視
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

盗
ま
れ
て
か
ら
で
は
遅
レ
の
で
す
む
不

審
な
人
．
あ
ま
り
見
仁
ニ
と
の
な
い
人
が

う
ろ
つ
レ
て
レ
る
よ
う
な
似
合
は
、
す
ぐ

一一

O
苔
で
節
以
へ
辿
絡
し
ま
し
ょ
う
・ぜ

ま
火
、
不
が
に
し
て
臨
ま
れ
た
助
〈H
は

劇
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
引
く
い
州
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ω

世
宵
療
で
は
、
県
民
行
万
人
の
ん
強
い
V

J
」

協
力
を
必
要
と
し
て
レ
ま
す
。

！ ＇；~告知板1
一
国
民
年
金
一

国
民
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
ヘ
ル・

A
V
副
校
凶
民
作
金
の

mm官
、
一は

子

・
準
母
子
遺
児
の
各
年
金

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方一
は
年

に

一
度
現
に
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
、

こ
ど
も
等
と
の
生
計

同
一
で
あ
る
こ
左
や
そ
の
身
分
関
係
に

つ
い
て
の
市
町
村
長
の
誌
明
を
受
け
た

市
首
脳
州
を
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
ウ
て
お
り
ま
す
。

。
ニ
の
周
け
は
山
川
期
以
降
の
年
金
の
hjA

払
い
の
収
礎
に
な
る
大
切
な
も
の
で
す

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
必
ず
拠
川

し
て
く
．
た
さ
レ
。

a
－
な
お
隙
害
年
金
を
受
け
て
レ
る
方
で
、

社
会
保
険
事
務
所
又
は
役
場
か
ら
案
内

の
あ
る
方
は
、
そ
の
山
内
疾
の
別
状
に
闘

す
る
臨
師
の
診
断
容
を
同
時
に
舵
山
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
d

ー
国

民

健

康

保

険

－

「

被

保

険

者

証

が

変

わ

り
玄
す
し

四
パ
一
日
か
ら
朝
日
町
国
民
組
康
保
険

被
保
険
者
祉
が
民
新
さ
れ
ま
す
。

新
し
し
v
被
保
険
者
証
（
色
は
ブ
N

l
）

は
、
三
バ
二
十
六
日
ナ

E
に
町
内
会
長
さ

ん
を
通
じ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
に
朝
H
町
内
に
お
い
て
転
居
さ

れ
た
人
、
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
、
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
た
め

同
保
を
や
め
る
人
で
役
場
へ
店
出
を
し
て

レ
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
M
m
を
し
て
く
．
た

b

さ
し
レ

今
ま
で
の
被
保
険
お
証
戸
色
は
・・パ
ν
ン

d
＼）
は
、
一
ニ
ハ
三
十
一
日
以
降
は
使
う
こ

と
は
で
主
ま
せ
ん
の
で
、
町
内
会
長
さ
ん

を
通
じ
て
．
返
し
て
く
に
さ
レ
。

ー
引
揚
者
特
別
交
付
金
」

「
の
請
求
を
早
め
に
｜
｜
」

本
年
三
月
三
十
一
日
で
時
効
に

引
州
制
併
特
別
交
付
h
訟
の
山
川
水
を
本
年
一一一

川
三
十

一
日
ま
で
に
し
な
レ
と
時
効
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
者
で
本
記
請
求
を
し

て
お
ら
れ
な
レ
方
は
、
至
急
役
場
民
生
課

で正
一寸
続
を
し
て
く
だ
さ
い
c

〈
民
生
課
）

ム

行

政

相

談

所

IJ 

時

毎
月
第
｝
月
脱
日

午
前
十
時
｛
午
後
一
．一時

制
U
町
婦
人
会
館

場

庁f

ム

人
権
法
律
相
談

日

時

毎

月

第

三

月

隔

日

午
後
一
時

t
午
後
四
時

場

所

朝

日

町

職

工

会

館

・

ム

心
配
ご
と
相
談
所

日

時

毎

週

月

曜

日

（

続

日

除
く）

午
前
十
時

t
午
後
三
時

朝
日
町
婦
人
会
館

（
町
長
室
）

地J

所

電
気
料
金
の
お
支
払
い
は

と
て
・も
便
利
な
預
金
口
座

．

掻
替
制
で

H

預
金
口
座
掻
管
制
に
な
さ
い
ま
す
と
H

A
確
実
で
す

毎
月
お
約
束
の
日
（
指
定
振
替
日
）
に

お
宅
犠
の
口
民
か
ら
、
向
動
的
に
電
気
料

金
を
脹
替
え
い
た
し
ま
す
。

〈心
便
利
で
す

現
金
の
川
し
入
れ
や、

応
持
の
予
知
が

な
く
な
り
ま
す
。

八
便
利
な
暮
ら
し
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

不
犯
が
ち
の
お
宅
や
、
お
忙
し
い
お
方

に
は
特
に
ご
好
評
を
い
た
だ
し
て
お
り
ま

回

す
。

。
お
申
込
み
は
N

北
屯
削
常
業
所
ま
た
は
銀
行
、
信
則
金

附
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
レ
。

。
く
わ
し
い
こ
と
は

北
抱
削
営
宗
所
ま
た
は
銀
行
、
信
川
金

山
仲
で
お
気
軽
に
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ

、。地
域
集
団
電
話
の
開
通

ー

境

地

区

！

三
月
二
十
六
日
午
前
十
時
か

b

境
地
区
に
地
域
集
団
電
話
が
開
通
し
ま

す
。朝

日
電
報
電
話
局
は
、
涜
地
区
に
集
団

置
話
を
設
置
す
る
た
め
、
間
十
五
年
十
一
・

月
か
ら
工
事
を
す
す
め
て
ま
レ
り
ま
し
た

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し、

主
た
る
三
月
二
十

六
日
午
前
十
時
か
ら
開
通
す
る
こ
と
に
な



(6) 

り
ま
し
允
u

O
境
地
域
集
団
電
話
に
は
、
二
（
）
別
ち
新

設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
と
あ
わ
せ

て
二
二
三
台
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
帝J

話
の
普
及
率
は
つ
ぶ
じ
の
と
お

り
で
す
u

－
人
口

一
O
O人
あ

た

り

四

・
一二
台

で、
・
世
帯
あ
た
り
に
み
ま
す
と
、
ご
四

一

世
帯
に
た
い
し
て
九
二

・・
ム
%
に
な

り
ま
す
。

O
電
話
を
お
か
け
の
と
き
は
臨
時
電
話
帳

で
よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
乙

O
地
域
集
団
電
話
が
開
通
し
ま
す
と
、
レ

ま
ま
で
の
地
団
電
話
が
な
く
な
り
ま
ず

か
ら
ご
・陀
惹
く
だ
さ
い
。

O
お
問
い
合
わ
せ
は

朝
日
電
報
道
結
局

電
話
相
判
け
（
忠一
ハ叫八）

＝
l
一〔
一ω

（
無
料
で
す
）

開 ;f114 6年 3}-'j 1 0 8 
月刊（毎月10日発行）ひさ

－ー
議
会
だ
よ
り

E

r－
－
第
一
一
回
議
会
臨
時
金

L

昭
和
四
十
六
年
館
二
州
側
口
町
級
会
臨

時
会
は
、
一一
月
二
十
六
日
行
な
わ
れ
、
拠

出
議
案

「
二
級
刈
川
の
指
定
に
つ
レ
て

一

を
務
捕
の
結
来
．
』
れ
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

本
件
は
、
的
地
民
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に
流
れ
る
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川
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・を
、
阿
川
法
に
基
台
、

二
級
河
川
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管
則
刈
川
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ー
た
め
、
議

会
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同
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決
を
得
た
も
の
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り
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事
の
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定
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待
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れ
る
》
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仰
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叫
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払
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空
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む
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が
っ
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方
一
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約
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履
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強
制
執
行
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す
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・
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と
が
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ま
す
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庭
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強
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務
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成

立
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積
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倒
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お
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ま
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－
｝
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伐
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貨
制
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令
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令
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ず
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令
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お
り
ま
す
ν

そ
の
他
家
雌
に
闘
す
る
レ
ろ
レ
ろ
の
問

題
に
つ
レ
て
も
無
料
で
ご
・柑
談
に
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
た
さ
か
の

人
権
を
尊
重
し
よ
う

不
当
な
取
銀
い
を
う
け
た
ら

ど
し
ど
し
申
し
出
よ
う

地
近
、
わ
た
く
し
仁
ち
の
胤
聞
に
は
、

公
判
川
加
や
父
通
事
放
な
ど
が
多
発

L
、

人
命
川
町
川
町
、
人
倫
艇
恨
の
風
潮
が
見
ら
れ

ま
す
し

ま
仁
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．
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。
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縦
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入
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縦
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叩
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